
土
木
費　

碧
南
レ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
事
業

を
始
め
と
す
る
棚
尾
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
、
伊
勢
土
地
区
画
整
理
事
業
に

対
す
る
補
助
、
緊
急
輸
送
道
路
対
策
事
業
、

橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事
業
な
ら
び
に
市
営

住
宅
建
替
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お
よ
び

緑
の
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

教
育
費　

施
設
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、

鷲
塚
小
学
校
３
棟
、
西
端
小
学
校
北
館
の

屋
根
防
水
改
修
お
よ
び
大
浜
小
学
校
南
棟

の
内
装
床
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
掘
り
起
こ

し
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
創
出
を
図
る

た
め
、
碧
南
緑
地
に
ビ
ー
チ
コ
ー
ト
施
設

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
集
客
力
を
持
つ

施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
、
海
浜
水
族
館

に
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か　

営
農
の
安
定
化
と
生
産
性
の

向
上
の
た
め
、
碧
南
干
拓
排
水
機
場
の
除

塵
機
整
備
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
あ
お
い
パ
ー
ク
に
お
い
て
施
設
の
利

用
環
境
の
向
上
の
た
め
、
浴
室
施
設
内
の

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
・
脱
衣
室

の
床
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

　

企
業
の
積
極
的
な
設
備
投
資
を
促
進
す

る
た
め
、
企
業
再
投
資
促
進
補
助
金
を
支

出
し
、
市
の
商
工
業
の
振
興
と
活
性
化
に

寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
三
大
花
ま

つ
り
の
﹁
桜
ま
つ
り
・
藤
ま
つ
り
・
花
し

ょ
う
ぶ
ま
つ
り
﹂
を
魅
力
あ
る
花
ま
つ
り

に
見
直
し
を
図
る
ほ
か
、
﹁
竜
の
子
街
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
よ
る
広
域
観
光
推
進

の
た
め
の
事
業
を
行
い
、
観
光
客
誘
客
に

寄
与
し
ま
し
た
。

３
千
782
万
円
余
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
13
億
６
千
632
万

円
余
︵
前
年
比
1.7
％
増
︶
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

総
務
費　

市
が
保
有
す
る
土
地
・
建
物
な

ど
の
総
量
の
削
減
お
よ
び
利
活
用
に
よ
る

財
源
の
確
保
を
総
合
的
か
つ
戦
略
的
に
行

う
た
め
、
市
有
財
産
利
活
用
基
本
方
針
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
の
電
気
料
削
減
、
灯
具

の
寿
命
延
長
お
よ
び
消
費
電
力
の
削
減
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
を
図
る
た
め
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
具
へ
の
取
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん
実
施

事
業
に
お
い
て
、
第
20
回
の
記
念
事
業
と

し
て
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

民
生
費　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
支

え
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
へ
き
な

ん
障
害
者
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
第

５
期
障
害
者
福
祉
計
画
と
第
１
期
障
害
児

福
祉
計
画
を
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
棚
尾
児
童
ク
ラ
ブ
分
館
の
増
築

整
備
の
ほ
か
、
玉
津
浦
児
童
遊
園
ト
イ
レ

や
荒
子
ち
び
っ
こ
広
場
の
整
備
を
行
い
、

子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

衛
生
費　

少
子
化
対
策
の
推
進
の
た
め
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、
一
般
不
妊
治
療
・

人
工
授
精
に
加
え
、
特
定
不
妊
治
療
に
対

す
る
費
用
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
将
来
に
お
け
る
ご
み
処
理

お
よ
び
生
活
排
水
処
理
の
あ
り
方
を
定
め

る
計
画
と
し
て
、
30
年
度
か
ら
15
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
第
２
次
碧
南
市
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

行
政
課
財
政
係

　

９
月
市
議
会
で
認
定
さ
れ
た
一
般
会
計
、

５
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ
の
企
業
会
計
に

つ
い
て
、
大
切
な
お
金
の
使
い
道
を
報
告

し
ま
す
。
︵
金
額
は
す
べ
て
１
万
円
未
満

四
捨
五
入
︶

一
般
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
歳
入
】

　

歳
入
の
58.7
％
を
市
税
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
な
か
で
は
、
固
定
資
産
税
が
51.8

％
、
市
民
税
が
37.8
％
で
、
全
体
の
89.6
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
５
億
８
千
293
万
円
余
︵
前
年

度
比
1.8
％
増
︶
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

主
に
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
と
し
て
５
億

平
成
29
年
度
会
計

一般会計歳出総額
273億7,324万円
前年度比2.8％減

地方消費税交付金
13億6,633万円(4.7%)

県支出金
15億1,260万円(5.2%)

市税
171億4,032万円(58.7%)

土木費
39億8,738万円(14.6%)

民生費
93億4,851万円(34.1%)

総務費
34億6,792万円(12.6%)

衛生費
34億0,886万円(12.5%)

教育費
34億3,912万円(12.6%)

そのほか
37億2,145万円(13.6%)

国庫支出金
29億2,840万円(10.0%)

繰越金
18億9,310万円(6.5%)

そのほか
43億7,107万円(14.9%)

一般会計歳入総額
292億1,182万円
前年度比2.8％減

※（　）内は構成比です。

決
算
報
告

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
　
　

問
合
せ　

行
政
課
財
政
係

※「－」は実質的な赤字、将来負担が発生して
いないことを示しています。
●実質赤字比率は、一般会計などの赤字の割合
　を示すものです。
●連結実質赤字比率は、市全体の会計の赤字の
　割合を示すものです。
●実質公債費比率は、一般会計などが負担する
　借入金の返済額などの割合を示すものです。
（３か年平均）
●将来負担比率は、一般会計などが将来負担す
　べき借入金などの割合を示すものです。

公営企業会計名 公表数値 経営健全化基準

水道事業会計 ー

20.0病院事業会計 ー

公共下水道事業特別会計 ー

指　　標 公表数値 早期健全化基準

実質赤字比率 ー 12.50

連結実質赤字比率 ー 17.50

実質公債費比率 1.7 25.00

将来負担比率 ー 350.00

健全化判断比率　　　　　　　　　　 　 (単位 ％)

資金不足比率
（企業ごとに資金不足（赤字）の割合を示します）　　　 (単位 ％)

※「－」は資金不足でないことを示しています。

﹁
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
﹂
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
決

算
の
健
全
化
判
断
比
率
を
示
す
４
指
標
と

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
比
率
は
、
赤
字
額
や
借
入
金

の
額
な
ど
を
も
と
に
自
治
体
の
財
政
の
健

全
化
度
を
数
値
と
し
て
表
し
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
、
値
が
少
な
い
ほ
ど
そ
の
自
治

体
の
財
政
は
健
全
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

総
評

　

平
成
29
年
度
決
算
は
、
い
ず
れ
の
指
標

で
も
基
準
を
下
回
り
、
財
政
状
況
は
健
全

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

特別会計決算
会計名 歳入 歳出

国民健康保険 77億  785万円 70億1,932万円
公共下水道事業 39億  445万円 37億7,661万円
訪問看護事業 4,235万円 2,260万円
介護保険 48億3,041万円 46億1,978万円
後期高齢者医療保険 ９億6,651万円 ９億6,425万円

都市計画税の充当状況
項目 事業費 充当金額

公園事業 ３億9,235万円 5,293万円
下水道事業 ２億5,013万円 １億5,840万円
土地区画整理事業 3,984万円 381万円
地方債償還 14億8,979万円 ９億4,221万円
合計 21億7,213万円 11億5,735万円

企業会計決算
水道事業

収入 支出
収益的収支 14億9,531万円 13億2,134万円
資本的収支 ２億4,255万円 ８億2,966万円
病院事業

収入 支出
収益的収支 72億  122万円 79億9,799万円
資本的収支 ７億1,395万円 17億5,770万円

市税の内訳
項目 決算額

市民税 64億8,177万円
（個人） （48億1,934万円）
（法人） （16億6,243万円）
固定資産税 88億7,279万円
軽自動車税 １億7,040万円
市たばこ税 ４億5,800万円
都市計画税 11億5,735万円

【
総
括
】

　

歳
入
は
、
決
算
額
292
億
１
千
182
万
円
余

で
対
前
年
度
比
2.8
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
は
固
定
資
産
税
の
増
加
が
あ
り
ま
し

た
が
、
法
人
市
民
税
の
大
幅
な
減
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
11
億
６
千
970
万
円
減
︵
6.4
％

減
︶
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
庫
支
出

金
が
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
決
算
額
273
億
７
千
324
万
円
余

で
対
前
年
度
比
2.8
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
・

医
療
な
ど
に
か
か
る
民
生
費
は
、
対
前
年

度
比
３
億
６
千
398
万
円
減
︵
3.7
％
減
︶
、

道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
に
か
か
る
土
木

費
は
、
対
前
年
度
比
５
億
２
千
567
万
円
減

︵
11.6
％
減
︶
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
費
は
対
前
年
度
比
１
億
８
千
564
万
円
増

︵
5.7
％
増
︶
と
な
っ
て
お
り
、
要
因
と
し

て
は
碧
南
緑
地
に
ビ
ー
チ
コ
ー
ト
施
設
を
、

海
浜
水
族
館
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
歳
入
財
源
と
し
て
、
貯
金
︵
財

政
調
整
基
金
︶
か
ら
１
億
７
千
18
万
円
を

取
崩
し
、
地
方
債
︵
借
金
︶
を
10
億
２
千

280
万
円
発
行
し
て
財
政
運
営
を
行
い
ま
し

た
。
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